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地域子育てサポートチーム養成研修 

の様子 

●施策名   

【施策１０】家庭における教育を支援します 

（関連指標：指標４３～指標４５（Ｐ５６）） 

ⅰ 子育てに関する学習機会等の充実 

ⅱ 家庭教育力向上のための支援体制の充実 

ⅲ 学校と家庭の連携の促進 

●代表的な取組の進捗状況 

ⅰ 子育てに関する学習機会等の充実 

子どもと大人が家庭や地域の中で感じたことを十七文

字の作品にする「十七字のふれあい事業」における応募

数は３６,０５５組、前年度比１００．０％でした。平成

１４年からの応募総数は、３５４，６９９組で、延べ人

数７０９，３９８人が参加しています。 

県内の各地区において、幼児から高校生まで幅広い年

齢層にわたる参加が見られます。 

 

ⅱ 家庭教育力向上のための支援体制の充実 

子どもをはぐくむ地域実践プロジェクトの中でブロッ

クセミナーを県内７地区で各１回実施し、６７３名が参

加しました。また、地域子育てサポートチーム養成研修

会を県内７地区で実施し、全体研修会に１６４名、地区

別研修Ａに２１６名、地区別研修Ｂに２１５名が参加し

ました。そして、全講座数の７割を受講した方９５名に

修了証を交付しました。 

ⅲ 学校と家庭の連携の促進 

  東北ブロックＰＴＡ研究福島大会、高等学校ＰＴＡ連合会いわき大会、特別支援学校ＰＴ

Ａ連合会大会等において、各分科会の指導助言者を派遣するなどＰＴＡの運営等について支

援を行いました。 

●問題点・改善等が必要な項目 

・ 家庭教育に関する学習の場への参加が保護者全体に広がっていない。 

●取組の方向性 

・ 多くの保護者が、子育てや家庭教育に関する正しい知識、正確な情報を得ることがで

きるように、ＰＴＡや家庭教育インストラクター等の関係団体、また関係機関と連携を

深めながら、学習機会の充実を図ります。 

  

「十七字のふれあい事業」表彰式 
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●主な指標の状況 

・指標１ 

県内各地で実施さ

れた家庭教育事業

の数 

 

 

 

 

 

 

 

現況値 

775 事業 

 

 

年度別目標値 

増加を目指す 

評価 

順調では

ない 

 

① 評価の理由 

平成２５年度の事業数

は前年比９２％となり、増

加傾向にあるとは言えな

いため。 

②今後の取組 

人材養成セミナー等の

研修会を実施し、講座が

起こしやすい環境を作る

とともに、家庭教育力の

向上や様々な家庭が抱え

る悩みに対応できるよう

な事業を開催していく。 

・指標２ 

家庭教育支援情報

へ の ア ク セ ス 数

（福島県教育委員

会ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

現況値 

425 回 

年度別目標値 

増加を目指す 

評価 

順調では

ない 

① 評価の理由 

平成２５年度のアクセ

ス数は前年比６２％とな

り、減少傾向にあるため。 

②今後の取組 

震災以降継続して家庭

教育に関する情報が求め

られており、家庭教育力

の向上や様々な家庭が抱

える悩みに対応できるよ

う最新の内容をホームペ

ージに掲載していくとと

もに、情報発信の仕方を

工夫する。 

・指標３ 

十七字のふれあい

事業の応募数 

 

 

 

 

現況値 

36,055 組 

年度別目標値 

増加を目指す 

評価 

おおむね 

順調 

 

① 評価の理由 

震災時までは回復してい

ないものの、昨年度の水準

を維持しているため。 

② 今後の取組 

選考基準の見直しや、広

報活動の方法を工夫しな

がら、少しでも多く参加さ

せる手立てを講じていく。 

 

 

 

 

 

 


